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【方法】データは政府統計のポータ ル サ イ ト （e-Stat〉より取得した。公表されている全国がん 
登録の統計のうち、大腸がんの2016年と 2017年の年齢調整罹患率、早期発見割 合 （上皮内がん 
+ 限局がん）を 1 標本として取り扱った(n=94)。一吹予陆 のアウトカムを年齢調整罹患率とし、 
地域特性の影響を調整した上で、保健師のマンパワー（都道府県常勤数 •非 常 勤 延 数 、市町村常 
勤数•非常勤延数）との関連を検討した。また二次予防は早期発見割合をアウトカムとし、地域 
特性の影響を調整した上で、大腸がん検診の実施体制との関連を検討した。この際、がんの発見 
経緯を考慮し、 「検彭での発見割合」の多寡により2 群に分けて分析を行った。なお、保健師マ 
ンパワーは罹患に対しては2009年 、早期発見に対しては2016年のデータを用いた。
【結果】大腸がん年龄 調整罹患率は全体では77. 91±9. 52、男性 101.03±13. 9 8 .食性 57. 57±6. 50 
であった。また早期発見割合は5 7 .11±3.15%で、発見経路は「検診での発見割合」22. 03±4. 49%、
「自覚症状による受診等の発見割合'」45.58±4. 37%と有症状段階での発見が最も多かった。また 
保健師数（人口 10万対）は、2009年、2016年それぞれ都道府県常勤が5.62± 2.41人、5.85±2.70 
人、市町村常勤が25.29±5. 8 8人、27. 94±6. 7 5人であった。年齢調整罹患率は、都道府県常勤保 
健師数が負の関連を示した（jS =-0.366、pく0 .05)。性別のサブ解析では、女性のみが同様の結果を 
示し（j3=-0.437、pく0 .05)、男性では関連が認められなかった。また大腸がん早期発見割合は、「検 
診での発見割合」が低い場合は、個別検診の実施（¢=0.635)、個別横診を市内会場のみで実施 
= 0 .4 5 2)、指針以外の年齢を対象に実施（jS =0.349)が有意であった(R2=0. 450)。一 方 「横診での 
発見割合」が高い場合は、個別受診勧奨の実施（j3 =-0.621)、未受證者への再勧奨実施（0=0.379)、 







(備考） 1 . 研 究 の 目 的 •方 法 •結 果 •考 察 •総括の順に記載すること。 （ 1,200字程度) 
2 . ※印の欄には記入しないこと。
